
 

 

県立図書館で調べよう 

新潟県からの 

移住・移民 
  

 

近世以来出稼ぎの多かった新潟県では、明治中期以降、多くの人々
が他府県や海外へと移住を行いました。 

こちらの冊子では、「先祖が新潟から移住してきたらしいが、それ

に関連する情報はないか」「戦前に県内から満州に渡った人は何人い
たのか」などの疑問の解決に役立つ資料をご紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県立図書館 

『満州開拓農民入植図』部分 
（新潟県立図書館ホームページ内「越後佐渡デジタルライブラリー」より） 
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凡例 

『 』内は図書または雑誌のタイトル。（ ）内カタカナはタイト
ルの読み。 

「 」内は論文のタイトル。 

タイトルの後は、版・巻次、著編者、出版社、出版年、当館請求

記号。請求記号は［ ］内に記入。 

＊請求記号の後に「デジタル化済」とある資料は、当館ホームペー

ジ内「越後佐渡デジタルライブラリー」に掲載されています。資

料保存のため、原則として現物の閲覧ができません。 

 

 資料には館外貸出できない資料もあります。貸出の可否は、蔵書

検索の「持禁区分」で確認してください。「持禁区分」に「禁帯出」
とあるものは、館外貸出できません。 

 閲覧の際に申請が必要な資料もあります。閲覧希望の際は、調査

相談窓口で申請してください。また、一部複写のできない資料もあ
ります。
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１ 明治以降の移住・移民全体について調べる 
  
新潟県からの移住・移民の歴史を調べる際に役立つ資料をご紹介

します。県人会の名簿や、手紙をまとめた資料等もあります。 

 

・『新潟県の百年と民衆』 本間恂一，溝口敏麿／編 野島出版 １
９９９ ［Ｎ２＊００／Ｈ８５］ 

ｐ１１７～１３５「移民と出稼ぎ」 

＊明治以降の新潟県からの移住・移民の歴史全体を取り上げていま
す。巻末に参考文献のリストもあります。 

 

・『新潟県史』通史編 全９巻 新潟県／編 新潟県 １９８６～１
９８８ ［Ｎ２＊００／Ｎ７２４］ 

＊第６～８巻が近代（明治～第二次世界大戦）編です。各巻の巻末

の用語索引で「満州」等のキーワードを引くと、目的のページを
見つけるのが容易になります。 

 

・『海外で活躍する新潟県民』海外移住者だより 第３集 海外移住
事業団新潟県事務所／編 新潟県海外協会 １９７０  

［Ｎ３３４／Ｋａ１９］ 

＊大正以降にアルゼンチン・ブラジル・ボリビア・カナダ・パラグ
アイ・ペルー・ベネズエラに移住した十七人が日本の家族に宛て

た手紙と、移住者の略歴（移住年月日や移住の際の乗船名含む）

が掲載されています。 
 

・『最新全国新潟県人会々員名簿』 高橋竹治／編 全国新潟県人会々 

員名簿発行所 １９３０ ［Ｎ２８０／５／３０］ 
＊日本及び外国の各地で創設された「新潟県人会」の会員につい 

て、氏名や出身地、現住所、職業が掲載されています。 

 
・『国際交流概要』 新潟県知事政策局国際課／編 新潟県知事政策

局国際課 １９９６～（年刊） ［Ｎ３１９／Ｋｏ５１］ 

＊「海外移住・在外県人会」の項目があります。 
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 日本海側の各県からの移住について調べる際には、次のような資

料も参考になります。 

 

・『裏日本 近代日本を問いなおす』 古厩忠夫／著 岩波書店 １

９９７ ［Ｎ２１０．６／Ｆ９３］ 

・『「裏日本」はいかにつくられたか』 阿部恒久／著 日本経済評

論社 １９９７ ［Ｎ２１０．６／Ａ１２］ 

 
 また、以下のような機関誌・年鑑類にも情報があります。 

 

・『新潟県人』 『新潟県人』発行所 
＊大正４年～昭和１４年版を所蔵しています（欠号多数）。 

 

・『新潟県年鑑』 新潟日報社／［編］ 新潟日報社 
＊昭和６年～平成１５年版を所蔵しています。「県外在住名士職業住

所一覧（全国及び満鮮海外迄全部）」等が掲載されています。 

 

２ 北海道への移住について調べる 
  
 新潟県から北海道へ移住した人々に関する資料です。江戸～明治

期の移住を主にしたものが多いですが、大正・昭和期の移住につい
て取り上げたものもあります。 

 

◎移住の歴史について 
 
・『新潟県史 通史編７ 近代２』 新潟県／編 新潟県 １９８８ 

［Ｎ２００／Ｎ７２４／７］ 
ｐ３３８～３４４「移民と出稼ぎ」 

 

・『長岡市史 通史編』下 長岡市／編 長岡市 １９９６  

［Ｎ２２２／Ｎ１８／Ｔ－２］ 

ｐ１６４～１７１「第四節 北の大地の長岡人」 

 
・『松之山町史』 松之山町史編さん委員会／編 松之山町 １９９

１ ［Ｎ２３１／Ｍａ８４］ 
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ｐ８４５～８５０「四 北海道移民」 

 
・『新北海道史』第４巻 通説第３ 北海道／編 北海道 １９７３ 

［２１１／Ｈ８２／４］ 

ｐ２２９～２３０「北越殖民社の保護」 
 

・『新札幌市史』第２巻 通史２ 札幌市教育委員会編 札幌市 １

９９１ ［２１１．５／Ｓａ６８／２］ 
ｐ８６～９１「新潟での募集」「移民の出発・到着」 

 

・『北海道の風土と歴史』 高倉新一郎、関秀志／著 山川出版社 １
９７７ ［２１１／Ｔａ３８］ 

ｐ１３４～１３７「移民の多様性」 

 
・『新潟史学』第１５号 新潟史学会 １９８２ ※雑誌 

ｐ２９～４７「北海道移民経営の特質についての一考察 北越殖民

社の経営形態を中心にして」  
 

・『近代北海道の開発と移民の送出構造』 平井松午／著 札幌大学

経済学部附属地域経済研究所 ２００６ ［６１１／Ｈ６４］ 
ｐ２０「郡市別統計からみた『移民』他出地域の特色」 

 

・『拓地殖民要録』上巻 北海道庁／［編］ 竜渓書舎 １９９４  
［６０２／Ｍｅ２５／１６５］ 

ｐ９９「明治三十八年中来住往住人口府県職業別表」 

 
◎移住した人々について 
 
・『北海道開拓功労者関係資料集録』上・下巻 北海道総務部行政資
料室／編 北海道 １９７１・１９７２ 

［Ｒ２８１．１／Ｈ８２／１～２］ 

上巻ｐ３１「伊藤亀太郎」、ｐ１６４「関矢孫左衛門」など 
＊５０音順で掲載されていますが、出身地別索引等はありません。 
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・『開拓の群像』上・中・下巻 北海道総務部行政資料室／編 北海

道 １９６９ ［２１１／Ｈ８２／１～３］ 
上巻ｐ１１３～１１８「野幌の北越殖民社 関矢孫左衛門」、下巻ｐ

２３～２８「碓氷勝三郎 かにかん海外へ」、下巻ｐ６６～７２「中

川清兵衛 ビールことはじめ」など 
 

・『北海道の夜明け』 北海道総務部文書課 １９６５  

［２１１／Ｈ８２］ 
ｐ１７５～１８９「森源三 越後からきた農学校長」 

 

・『ひらけゆく大地』下 北海道総務部文書課／編 北海道 １９６
６ ［２１１／Ｈ８２／２］ 

ｐ１０５～１２２「今井藤七 正札販売の開祖」、ｐ１５７～１７１

「伊藤亀太郎 建築ひとすじのあゆみ」 
 

・『のびゆく北海道』上 北海道総務部文書課／編 北海道 １９６

６ ［２１１／Ｈ８２／１］ 
ｐ１１５～１３１「大滝甚太郎 商工界の旗がしら」、ｐ１５１～１

６８「堤清六 北洋にいどむ」 

 
・『ほっかいどう百年物語』上・下巻 ＳＴＶラジオ／編 中西出版 

２０１８ ［２８１．１／Ｓａ６８／１～２］ 

上巻ｐ２０～３４「伊藤亀太郎」、下巻ｐ２５５～２６９「中川清兵
衛」など 

 

・『移住者成績調査』第１編・第２編 北海道庁第五部殖民課／［著］
竜渓書舎 １９９５ ［６０２／Ｍｅ２５／２８７～２８８］ 

第１編ｐ１５７～１６４「近藤角太郎」、ｐ３２１～３２２「本間福

次郎」、第２編ｐ５２～６１「関矢孫左衛門」、ｐ７９～８１「山田

四郎治」、ｐ１２９～１３１「柳町静一郎」、ｐ１８３～１８８「岩

野長藏」 

＊各人の略歴や功績が紹介されています。なお、第１編の目次には
出身地の記述はなく、第２編は目次に掲載頁の記述がありません。 
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・『贈従五位松川弁之助君事蹟考』 風間正太郎／著 松川藤陰 １

９３０ ［００４／７９］ デジタル化済み。 
 

・『三島億二郎伝』 今泉省三／著 覚張書店 １９５７  

［Ｎ２８９／Ｍｉ５３］ 
ｐ４２０～５４１「第十一章 北海道の開拓」「第十二章 拓殖経営

の苦心」など 

 
・『評伝関矢孫左衛門』 石村義典／著 関矢信一郎 ２０１２  

［Ｎ２８９．１／Ｓｅ４３］ 

・『関矢孫左衛門』 磯部定治／著 新潟日報事業社 ２００７ 
［Ｎ２８９．１／Ｓｅ４３］ 

 

＊当館ホームページ内の「郷土人物／雑誌記事索引データベース」
［URL:https://opac.pref-lib.niigata.niigata.jp/jz/opac/search-detail

.do?lang=ja］で人物名を検索すると、その人物について記述がある

資料のタイトルとページ数を調べられます。 

 

３ 満州への移住について調べる 
  
新潟県から満州へ移住した人々に関する資料です。移住の概要か

ら引揚げまでの歴史、移住した県民の名簿、体験談等があります。 

 

◎移住の歴史について 
 
・『新潟県満州開拓史』 高橋健男／編・著 高橋健男 ２０１０  

［Ｎ２２２．５／Ｔａ３３］ 
＊新潟県送出の全満州開拓団・義勇隊開拓団に関連する資料・情報

を集め、戦後の引揚者の生活再建や体験談等も収録した、新潟県

から満州移住への歴史を網羅した資料です。 

 

・『帰ってきたニッコウキスゲ』 高橋健男／著 創英社 ２０１６ 

［Ｎ３３４／Ｔａ３３］ 
＊新潟県満州建設勤労奉仕隊、新潟県在満報国農場について取り上

げた資料です。 
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・『いくさ、あらすな』 高橋健男／編著 新潟日報事業社 ２０１
５ ［Ｎ２２２．５／Ｔａ３３］ 

＊新潟県送出の集団第九次二龍山開拓団と、その一員であり元在満

国民学校長であった深田信四郎氏について取りまとめた資料です。 
 

・『満州開拓民悲史』 高橋健男／著 批評社 ２００８  

［Ｎ２２２．５／Ｔａ３３］ 
＊佐渡開拓団、新潟・清和開拓団についての記述があります。 

 

・『満洲建設勤労奉仕隊点描記』 野田良雄／著，高橋健男／編 新
潟日報事業社 ２００８ ［Ｎ９１６／Ｎ９２］ 

＊新潟県満州建設勤労奉仕隊として参加した野田氏の手記を再編し

たものです。 
 

・『幻の松花部隊』 高橋健男／著 文芸社 ２０１１  

［Ｎ２１０．７／Ｔａ３３］ 
＊新潟県送出の第五次豊穣義勇隊開拓団員たちを中心に、彼らが組

み込まれた「松花部隊」の全貌を追う資料です。 

 
・『赤い夕陽の満州にて』 高橋健男／著 新風舎 ２００６  

［Ｎ２２２．５／Ｔａ３３］ 

＊「第三章 満蒙開拓青少年義勇軍の実際」等で、新潟県第三次義
勇軍について取り上げられています。 

 

・『新潟県標準農村関係者満洲開拓地視察報告』 神田新次／編 神
田新次 〔１９４４〕 ［Ｎ３３４／Ｋａ５１］ 

＊新潟県の視察団が昭和十九年に満州を視察した際の記録です。 

 

・『教師と満蒙開拓』 高橋健男 ／編著 新潟日報事業社（発売） 

２０１９ ［Ｎ３３４／Ｔａ３３］ 

＊新潟県の教師たちと満蒙開拓移民送出の関係について取り上げた
資料です。 
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・『満州開発四十年史』上・下・補巻 満史会／編 満州開発四十年

史刊行会 １９６４～１９６５  
［２２２．５／Ｍａ４７／１・２・ホ］ 

＊補巻のｐ２０９～２３８には「省別日本内地人開拓一覧表（昭和

１８年１２月現在）」が掲載されています。 
 

・『満州開拓史』 満州開拓史刊行会／編 満州開拓史刊行会 １９

６６ ［Ｊ６１１／Ｍａ４７］ 
＊ｐ２２１～２２６「分村・分郷開拓団名一覧表」等に新潟県から

移住した開拓団の情報があります。 

 
・『新潟県終戦処理の記録』 新潟県民生部援護課／編 新潟県 １

９７２ ［Ｎ３６９／Ｎ７２］ 

ｐ２３～２６「第二節 終戦時における在外邦人の状況」 
 

・『新潟県史 通史編』９ 現代 新潟県／編 新潟県 １９８８  

［Ｎ２＊００／Ｎ７２４／９］ 
ｐ１３８「表４１ 本県の組織的移住者の状況」 

ｐ１４１「表４３ 都市別引揚者数（昭和２３・７現在）」 

 
・『新潟県史 資料編』１９ 近代 新潟県／編 新潟県 １９８３  

［Ｎ２＊００／Ｎ７２４／Ｓ－１９］ 

ｐ８７７「一〇 新潟県からの満州移民送出状況」 
 

・『「満州移民」の歴史社会学』 蘭信三／著 行路社 １９９４ 

ｐ５９「表２－６ 都道府県別満蒙開拓送出ベスト１０」 
 

 

◎移住した人々について 
 
・『人名事典「満州」に渡った一万人』 竹中憲一／編著 皓星社 ２

０１２ ［Ｒ／２８１／Ｔａ６４／］ 
＊５０音順で職業・住所・生年・出身地・最終学歴と経歴が掲載さ

れています。本編と索引編の二冊があり、索引編には出身地別の

索引もあります。 
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・『郷土なかさと 村史編さん史料』第６集中里の満洲移民特集 中

里村史編さん委員会／編 中里村教育委員会 １９８７  
［Ｎ２＊２７／Ｎ４２／６］ 

＊移民事業の概要とともに、関係者の手記・体験談が多く掲載され

ています。 
 

・『町史こぼれ話』第５集 川西町史編さん室／編 川西町史編さん

委員会 １９８４ ［Ｎ２＊２７／Ｋａ９６／５］ 
 

・『津南町史編集資料』第１６集 津南郷の満州移民 津南町史編集

委員会／編 津南町史編集委員会 １９８２  
［Ｎ２２７／１６／１６］ 

 

・『新潟県人鮮満名鑑録』 河田鶴三郎／編 越佐新報社鮮満支局 
１９２６ ［貴００４／甲２６］ 

＊朝鮮半島および満州で暮らしていた新潟県人について、氏名や出

身地、現住所、職業、略歴が掲載されています。 
 

４ ハワイへの移住について調べる 
 

・『ハワイ島日本人移民史』ヒロタイムス社／編 ヒロタイムス社 
１９７１ ［３３４／Ｈ４５］ 

＊第六部に「名簿」が掲載されています。また、巻末には「日系人

の出身県別・島別人口（１９６０年現在）」があります。 
 

・『移民物語 弁当からミックスプレ－トへ』 新潟県立歴史博物館

／編 新潟県立歴史博物館 ２００２ ［Ｎ３３４／Ｎ７２５］ 
＊日本全体からハワイへの移住者についてと、新潟県からの海外移

住全般について取り上げています。 

  
・『布哇在留新潟県人略歴写真帳』 木村寅吉／編 木村薬舗 １９

２１ ［貴００４／甲２３］ 

＊写真の他、各人の略歴も掲載されています。 
 



9 

 

・『２０世紀にいがた１００ＳＣＥＮＥ』下 新潟日報社／編 新潟

日報事業社 ２０００ 「Ｎ２＊００／Ｎ７２６／２」 
Ｐ１３６～Ｐ１３９ 

 

５ 南米への移住について調べる 
 
・『新潟県ブラジル移住者名簿 大地拓き実り豊か』 大橋醇吉／著 

新潟県海外移住家族会 １９９６ ［Ｎ３３４／Ｏ２８］ 

＊出身市町村別の索引もあります。また、参考資料として「ブラジ
ルと新潟県の交流１０１年史」等も掲載されています。 

 

・『ブラジル新潟県人会名簿』 ブラジル新潟文化協会／編 ブラジ
ル新潟文化協会 １９８２ ［Ｎ２８０／４］ 

 

・『新潟県人苦闘の記録 ペルー移民のパイオニア』 松田時次／著 
新潟県海外移住家族会 ２０００ ［Ｎ３３４／Ｍａ７４］ 

＊巻末に「第一回日本人ペルー移民新潟県出身者名簿」があります。 

 

６ その他の地域への移住について調べる 
 

・『朝鮮新潟県人会名簿』 河田如洗／編 朝鮮新潟県人会事務所 

１９３１ ［貴００４／甲２６］ 
＊朝鮮半島および満州で暮らしていた新潟県人について、氏名や出

身地、現住所、職業、略歴が掲載されています。 

 
・『日露戦争とサハリン島』 原暉之／編著 北海道大学出版会 ２

０１１ ［Ｎ２２９．２／Ｈ３１］ 

ｐ３４５～３６５「第１１章 日露戦後の環日本海地域における樺

太 新潟県実業視察団を通じた考察」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      令和２年３月 

      新潟県立図書館 作成 
        新潟市中央区女池南３－１－２ 
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